
(出題意図) 問題 1: n× n巡回行列の性質（構造、演算、固有値問題）を通して、線形代
数の知識を一般の nに対して論理的な形で具体的に運用できるかを問う。

(1) 逆行列の定義の理解、成分で与えられた行列を、そのベクトルへの作用を通して巡
回行列として理解できるかを問う。

(2) 巡回行列の巡回性（巡回置換の位数）に関する洞察を確認する。

(3) 特性多項式を用いた固有値の基本的な求め方と、帰納法もしくは余因子展開による
行列式の計算、及び複素数（n乗根）への接続力を問う。

(4) 固有方程式から再帰的にベクトルを構成する力と、その一般形への理解を評価する。

問題 2: 大学初年次相当の微積分学の学習内容についての理解や運用能力を問う.

(1) 多変数関数の微分法, とくに極値問題についての理解と運用能力を問う.

(2) 重積分の具体的な計算, 特に逐次積分法の運用能力を問う.
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